
保健体育(中)部会 
 

Ⅰ．研究の概要 

１．研究主題 

 

  

 

 

 ２．研究内容 

 

 

  

 

 

 

 

３．主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究仮説 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ５．研究方法 

 

 

 

 

生 き る 力 を 育 て る 創 造 的 な 保 健 体 育 学 習 の 在 り 方 

～ 豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育てるために ～ 

 石教研の基本目標にある主体的・創造的で人間性豊かな子どもに育てるには、生きる主体として自らを捉え、

自己の個性を創り出し、豊かな社会の形成者となる資質を身に付けさせることが必要である。部会では、「生

きる力を育てる」を目標に研究を進めてきた。 

今年度は、第２６次研究の３年目となり、新学習指導要領の全面実施に際し、「対話による課題解決に向け

た考え方を身に付ける」とともに「他教科や他領域と関連付けて考える力を養う」ための効果的な指導方法の

工夫ができる目標に設定した。さらに、新学習指導要領の教科目標に示された「豊かなスポーツライフを実現

するための資質・能力の育成」を副主題に設定し、研究を充実・発展させていくことが研究主題や部会目標の

達成につながると考え、上記主題を設定した。  

 

 保健体育学習において，ソフトボールの特性や魅力がわかること、運動が上手にできることや仲間と楽しく

活動することの楽しさや喜びを実感させることは、自ら運動に関わりを持ち、生き生きと運動に取り組む生徒

の育成につながると考えた。さらに、互いに教え学び合い、基礎・基本をしっかりと身に付けさせることと効

果的な練習方法や指導方法を開発・実践する（ＩＣＴの活用等）ことにより、創造的な学習活動が展開され、

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成の素養となるだろうと考え、仮設を設定した。 

１ 主体的・対話的な深い学びが実感できる課題解決学習の工夫 

（ 対話を引き出すグループ活動や言語活動、ICTの活用など ） 

２ 深い学びを引き出すための指導方法の工夫 

（ 効果的な発問や練習方法、他領域と関連した練習方法、評価方法など ） 

３ 体力向上に向けた実践の交流と検証 

  （ 発達段階に応じた補強運動、小中学校の連携など ） 

今年度の重点課題 

○ １時間の実技授業の中で「思考させ、話し合う時間」「自己・相互評価反省の時間」、そして「運動量の確保」

などのバランスをどのように構成するか 

○ 単元を見通した指導計画と評価計画の在り方  ○ 教育機器（ＩＣＴなど）の効果的な活用 

１．部会情報を発行し、共通理解を図る。 ３．実践記録集を編集する。 

２．研究中心市町村部会と中心校を定め、 ４．部員相互の資質向上のため、実技・理論研修会を開催する。 

  授業公開と資料提示を行う。       

 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）役員研修会における研究経過 

４月１２日（火） 専門部会第一次研究協議会及び第１回役員研修会、第１回推進委員研修会 

５月１９日（木） 第２回役員研修会・第２回推進委員研修会 

６月２３日（火） 石教研専門部会事務局長研修会 

９月１３日（火） 第３回役員研修会・第３回推進委員研修会 

１０月 ３日（月） 第二次研究協議会プレ授業 

１０月１４日（金） 石教研専門部会第二次研究協議会 

１２月１３日（火） 理論研修会「学校体育と社会体育とのつながり～部活動の地域移行を考える～」について 

          第４回役員研修会 

 

（２）役員研修会の成果 

  役員研修会では、実技・理論研修会、第二次研究協議会に向けての準備などを行ってきた。 

今年度は、「ソフトボール」についての授業研究のため、役員と各市町村の推進委員との話し合いを中心に研究を

進めた。また、石狩管内の生徒の体力向上に向けた取組について検討した。各市町村の推進委員からは、各校の実践

についての発表もあり、役員と推進委員が協力し合いながら、保健体育部会の取組を発展させようとすることができ

た。また、第二次研究協議会へ向けての準備も、時間をかけて話し合いをしながら進めることができた。当日は事前

に撮影した授業の様子を交流し、スムーズに進行することができた。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

①授業公開の様子 

１年生  単元「ソフトボール」 

  授業者   中島 さやか 教諭 （北広島市立東部中学校） 

（１）本時の目標 

 ランナーやアウト数に応じて攻守の工夫をし、仲間に伝えることができる 

 

（１） 本時の評価 

ランナーやアウト数に応じて攻守の工夫をしている、また工夫したことを仲間に伝えることができる 

（思考・判断・表現） 

話し合いなどに自分から参加することができる（主体的に学習に取り組む態度） 

 

展開 

過程 

（時間） 
学習活動 指導上の留意点 評価 評価方法 

導入 

（15分） 

●準備運動 

補強運動 

●挨拶 

●本時の流れを確認 

 

●キャッチボール（５分程度） 

・前時の記録を確認 

 

 

 

 

・板書で視覚化し生徒に授業の見通

しをもたせる。 

・前時のチームでのキャッチミスを

確認し、正確な投球、捕球の大切さ

を感じさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

●課題を確認 

ランナーやアウト数に応じた攻守

をするために工夫できることはな

んだろう 

・キャッチボールのポイントを表示

する。 

・事前に板書しておく。 

① 課題 

② 思考のpoint 

③ 試合の進め方と役割分担 

④ ポジティブボイス 

(声掛けの例を提示する） 

  

 

 

 

 

展開 

（30分） 

●チームでポジションの確認

（Jamboard） 

・チームごとにビブスを着る 

●ゲームのルールと思考の point

を確認（5分程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●簡易ゲーム：レベル３（20分） 

【攻撃のルール】 

① ランナーは塁に残る（制限な

し） 

② ランナーは必ず進塁する 

③ 直壁（２ベース） 

ギャラリー（ホームラン） 

④ ホームで１点 

【守備のルール】 

① フライはアウト 

② ３アウト目に得点は入らない 

③ ３アウト攻守交替 

 

【第３チームの役割】 

役割分担を明確にする 

① １塁・３塁の近くで守備コーチ

＆審判 

守備に指差し声掛けをする。アウト

かセーフの判定を行う。 

② 得点板 

③ 守備側のボードに３アウト分

のランナー位置とアウトにな

った状況を記録する 

 

 

 

・ルールを視覚化（Jamboard） 

・思考のpointは事前に板書してお

く 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バッター付近やベースでの接触に

注意する。 

・攻守の思考のpointの工夫が意識

されいる場面を取りあげ、褒めた

り、そのようにプレーした理由を引

き出し、チームに還元する。 

・攻守の思考のpointの工夫が足り

ない場面を取り上げ、ヒントを与え

ながら工夫を引き出しチームに還

元する。 

・アウト時の状況記録に困っている

生徒に対して声掛けをする。 

 

【球場図（体育館）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自己の課題や

チームの課題に

応じた工夫をし

てる（思考・判

断・表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲームの様子 

守備コーチの声掛

け 

味方への声掛け 

 

B：自分や自分のチ

ームの課題を発見

し、自らの工夫や

アイディアを伝え

ている。 

※C 生徒に対し

て、他者と関りな

がら考えられるよ

う他生徒や本人に

声掛けをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

攻撃のpoint 

ランナーやアウト数によって 

どのような方向の打球？ 

どのような強さの打球？ 

守備のpoint 

ランナーやアウト数によって 

守備位置は？ 

どこのアウトを優先する？ 

 

 



例ピッチャーがゴロを捕球してフ

ァーストに投げアウト 

例ショートがフライを捕球してア

ウト 

例ピッチャーがゴロを捕球して３

塁ランナーをホームでアウト 

 

●チームの動きを振り返る 

・Jamboard に、攻撃および守備の

ポイントに対して、どのような工夫

をしたかを話し合い付箋をはる。(5

分程度) 

 

 

 

 

 

・全員が話し合いに参加するよう声

掛けをする 

・機器の操作を補助 

 

【攻撃の工夫】 
例） 
・ランナーが進みやすいように、コ
ート右側にゴロ転がす 

・３塁にランナーがいるときには、
強くて遠い打球をねらう 

 
【守備の工夫】 
例） 
・点数を防ぐために前のランナーを
ねらう 

・２アウトのときには確実にアウト
をとれる場所をねらう 

 
※単発な答えにならないよう、どん
な場面でどんな工夫が必要だっ
たかを考えさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■話し合いなど

に自分から参加

しようとしてい

る（主体的に学

習に取り組む態

度） 

■自己の課題や

チームの課題に

応じた工夫をし

てる（思考・判

断・表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いの様子 

Jamboard の記載

内容 

 

B：自分や自分のチ

ームの課題を発見

し、自らの工夫や

アイディアを伝え

ている。 

※C 生徒に対し

て、より場面を限

定した発問に変え

ながら考えさせ

る。 

終末 

（5分） 

●交流 

・チームで工夫した点を全体で共有 

●個人の振り返り（Forms） 

●次回予告 

屋外で本時の気付きをもとに実

践 

●けがの確認 

●挨拶 

 

・どこかのチームに振り返った内容

を発表してもらう 

 

・守備エリアが広くなることや、ベ

ースカバーの必要性を理解させる 

 

  

２．専門部会第二次研究協議会での協議内容 

  ①授業についての質疑応答 

   ア）授業者より 

課題に対して本時はうまくいかなかった。全員に伝わる授業の難しさを感じた。専門外の単元も含め、指導要 

領にあるものは、もっともっと学ぶ必要があると感じた。研究との関わりとして、１年生において思考力・ 

技能（バット操作や走塁）をどこまでつけさせるか悩んだ。1年生から思考力を高めるために Jamboardを 

使用し視覚化に努めた。指導要領よりも高めのレベルで 1年生には難しかったかもしれない。 

北広島市はボールパークができたり、ベースボール型の競技に親しむ方向に向かっているので、豊かなスポー 

ツライフという点では、興味関心をもたせられたのではないだろうか。生徒の動きとして、次はどこに投げる？ 

次はどの方面に打つ？など生徒の中で声を掛け合ったり集まったりできていたので、室内ではあったがより深 

い学びにつながった。コロナ禍において、大変貴重な経験をさせていただきました。新しい評価観点でどのよ 

うな授業実践をしていけばよいか試行錯誤する中で、新たな可能性も探ることができました。また、生徒が様  々

な制約がある中活発に動いてくれてありがたかったです。今回の研究授業にあたり、多くの方々にご指導、ご 

助言いただきありがとうございました。 



イ）共同研究者より（北広島市立西の里中学校 千日坂 宣彦 教諭） 

昨今ベースボール型の競技経験が少ない子が多く、ルールの周知が難しいことが多い。その中で簡略化し、思 

考力を高める授業づくりをポイントにして、よりわかりやすくすることを考えた。様々な状況でどう動くかを 

プレーの前に確認し合う、プレー中に確認し合う、プレー後もポジティブボイスでよい雰囲気づくりを行うこ 

とができた。またJamboardを効果的に使い、第3のチームに記録させ、記録をもとに攻守について振り返るこ 

とができた。バスケが専門の中島先生ですが、生徒の笑顔が見られるベースボール型の授業だった。 

 

 ウ）質疑応答より 

 

        

 

 

 

  

 

       

ウ）その他の交流内容（グループ討議の内容も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）助言者より（恵庭市立柏陽中学校 野崎 師靖 教頭より） 

各単元の授業展開を行うにあたり、意識するべきポイントを野崎教頭の実践を元にご教授頂いた。課題の提示、 

流れ、ポイントなどを整理した「見通し・見える化・色・カード」など様々な教材を活用していた。また、良 

い授業の条件として、①「笑顔～明るさ・楽しさ」②「リズム～規律・けじめ」③「声～元気・活気」の３つ 

を柱にして授業を展開していくことをご教授頂いた。授業の目標については、学習指導要領に提示されている 

単元目標をもとに１単位授業の展開を定めていくことが最善であり、実践することが好ましいことをご教授し 

て頂いた。また、評価については、国立教育政策研究所から提示されいる「指導と評価の一体化」のための学 

習評価に関する参考資料を紹介して頂いた。最後に今回の授業は、課題の提示、流れ、ポイントなどを整理し 

た見通しのある授業であった。また、運動量の確保、言語活動のバランスが取れた授業だった。 

 

②実践交流での協議内容 

各学校の実践交流を行い、球技から器械運動、保健まで幅広く多くのレポートが集まった。どの実践も先生方の

工夫を凝らした指導案であり、今後の授業にすぐに活用できるようなものばかりであった。今年度もグループ討議

にしたことで、質疑応答もより活発に行われた。「体力向上」についての実践交流や先生方が抱えている疑問等が解

決できるような、より深い実践交流になった。 

 

③第二次研究協議会での成果 

中島教諭の授業を公開することで、タブレット端末を活用し、生徒の主体的・対話的な深い学びを身に付けさせ

るための指導方法の工夫が凝らされていた提案型の授業を提起することができた。また、研究テーマに近づく対話

による課題解決に向けた考え方を身に付ける学習方法に取り組むことができた。タブレット端末の機能を生かして

Ｑ．北広島は小中連携を進めており、小

学校段階で投げることや打つことなど

がどの程度行っているのかなど把握し

ているのか？ 

小学校段階ではティーボールをやっている。ルールは簡単

にしているようで、ベースではなくエリアを設定するなど

をしている。中学校では少しレベルを上げて、ベースを意

識させよりソフトボールに近づかせたかった。タブレット

端末を使用するタイミングと活動するタイミングをデジタ

イマーを活用して区別するように心がけている。 

〇Jamboardの使い方で、背景に球場が描かれていて工夫されていたところがよかった。 

〇Jamboardは他のチームとも交流できることや、言えない子も文字で発信できることから効果的。 

〇第３のチームの役割があることで、すぐフィードバックできているのでプラスに働いていた。 

○評価の主な材料はまだ学習カードになりがちである。今後は Formを使ったりしていきたい。 

〇１年生としてはレベルが高いと感じた。守備の工夫という面では、投げる場所を限定的にするなどしても 

よいと思った。 

Ｑ．男女共習(ゲームは男女別にしない 

のか)はいつまで？ 

できれば今後も性差なく、共習を行っていきたい。 



いけば、生徒の学習した内容や気付き、感想をポートフォリオすることができ、新しい評価に活用していけるだけ

でなく、教師側の指導内容の工夫・改善にもつなげていけることも確認できた。今年度の取組についてはコロナ禍

での実践になったため、実際に授業の様子を見ることができず、事前に収録した動画を視聴する形となった。しか

し、要点を絞った授業展開を視聴することができ、事後研では様々な意見を交流することができた有意義な時間に

なった。加えて討議の柱を明確に提示することで、録画による授業研究を円滑に進めることができた。 

後半は、レポート集を使った各学校の実践交流も行った。昨年度と同様、少人数によるグループ交流の形をとっ

て実施した。管理職の方にも各グループでの交流に参加をしていただき、アドバイスをいただいた。どのグループ

も全体で行うより活発に意見交流がされ、より充実した時間となった。 

 

Ⅲ．教育課程の研究 

１．研究の経過 

昨年度より新学習指導要領の全面実施に伴い、保体（中）部会で作成した『石狩管内中学校教育課程（展開編）』の

紹介をした。また、新しい評価方法の具体的な提言や授業実践例などを国立教育政策研究所教育課程センターから発

行されている『指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料』をもとに紹介・周知することができた。 

 

２．研究の成果・課題 

新しい評価方法の解決に向けた情報提供や提案をすることができた。また、各校の授業実践などを交流する様子か

ら、現場での困り感や悩みなどの声を直接聞くことができた。今後はアンケートの結果を踏まえ、次年度以降に教育

課程の研究としてさらに検証を実施し、部会員の授業づくりに生かしていけるような提案や研究を進めていきたい。 

 

Ⅳ.実技・理論研修会 

１．実技・理論研修会の趣旨と内容 

今年度は、１２月１３日（火）に北海道教育大学岩見沢校の武田丈太郎准教授を講師としてお招きし、「学校体育

と社会体育とのつながり～部活動の地域移行を考える～」と題いて講演を実施する予定である。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

  昨年度に引き続き、コロナ禍において例年通りの取組を実施することができなかった。しかし今年度の第二次研究

協議会では、北広島市東部中学校中島さやか教諭によるソフトボールの授業を撮影し、当日はその動画を視聴するこ

とができた。第26次研究の３年目となる今年度は、新学習指導要領の全面実施２年目にあたり、多くの会員が検証・

実践しているタブレット端末の活用や新しい評価方法について、中島教諭が新しい授業実践や評価方法の見方・考え

方を示してくださった授業実践となっており、これからの教科経営、教科指導の参考になる提案型の授業を行ってい

ただいた。また、その後の分科会では、中島教諭の実践をもとに日常の実践での困り感や悩み、ICTの有効な活用方

法や新しい評価の在り方について多岐にわたる内容が交流された大変有意義な時間となった。 

  また、役員と各市町村の推進委員を中心に石狩管内の体力向上の実践交流により、石狩管内各市町村で取組の現状

を把握することができた。各校のレポート交流や日頃の実践交流により、どの学校も現状を踏まえた体力向上の取組

がされているという確認ができた。また、グループ討議をすることで、実践交流がより深く学ぶことができる機会と

なった。今後は、各校、各市町村、石狩管内全体で更に工夫された実践が展開されていくことが期待できる。 

  今年度得られた成果や課題を生かし、さらに深められるように部会員の力を借りながら研究を進めていきたい。 

最後に、今年度の研究中心市町村である北広島市教育研究協議会、授業をしていただいた中島さやか教諭，助言を

いただいた野崎師靖教頭、各市町村の推進委員をはじめ、レポート実践にご尽力いただいた会員の皆様に敬意を表す

ともに、次年度の研究がさらに充実・発展し、会員の皆様の日常実践がさらに充実したものになることを願い、まと

めとする。                             

（文責  佐々木 智章） 


